




Consideration about the Training Methods of the College Education: 




















































































































各疾患の食事療法 献立作成と展開食 病態や治療方針 治療用特殊食品 専門用語














■非常によい5点 0.0 18.2 9.1 4.5 4.5 9.1 9.1 13.6 0.0 0.0 
■ややよい4点 50.0 50.0 45.5 27.3 45.5 50.0 50.0 31.8 31.8 40.9 
■ふつう3点 45.5 31.8 40.9 50.0 36.4 40.9 36.4 40.9 54.5 45.5 
■あまりよくない2点 0.0 0.0 4.5 13.6 9.1 0.0 0.0 9.1 9.1 9.1 
□非常によくない1点 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0









































































































■％ 63.6 59.1 54.5 50.0 45.5 27.3 22.7 18.2 13.6 9.1 0.0 
34 鹿児島女子短期大学紀要　第57号（2020）
４．考察
給食管理実習Ⅲの理解と習得状況の自己評価が高い項目は，対象者に応じた「調理方法の工夫」，「食品の選択」である．
「摂食・嚥下障害食」は，食形態や調理工程・食品の選択との関連があり，それらは献立作成・展開食に重要で，日頃の
学習効果があると推察される．各疾患の食事療法の考え方や病態の治療方針などの理解を基に，対象者の指示栄養量に応
じた献立作成や調理方法の工夫は食事内容に反映されるため，食品・調理の基本的知識や調理技術の習得の重要性が認識
されていることは，給食管理実習Ⅲの理解と習得状況の自己評価にもつながっていると思われる．自己評価が低い項目は，
「病態や治療方針の理解」や「各疾患の食事療法」，「専門用語」で，同じく給食管理実習Ⅲに参加する前に理解を深める
必要を感じた学生が多い項目であることから，対象者の病態と基本的な診断基準・治療方針，食事療法，専門用語の理解
が，医療施設や高齢者福祉施設での栄養管理に重要で関連性が高く，そのことを認識していると推察される．「治療用特
殊食品」は，急性期疾患の術後や高齢者の栄養管理に即しており，対象者の摂取量や症状に応じて使用することで栄養的
効果が高まり回復につながる．また，経管・経腸栄養法に対応する自然食品流動食・半消化態流動食・完全消化態栄養剤
などの理解も重要である．医療施設や高齢者福祉施設では傷病者や高齢者を対象とした栄養管理であり，他の医療職種と
の連携も求められる．よって，各疾患の発症機序や病態，臨床検査データ，診断基準等の理解を深め，食事療法の理解と
習得につながるように改善していきたい．
乳幼児期や学童期などの対象者に関する項目は，今回の医療施設の実習内容にあまり影響していない．また，施設に
よって管理栄養士養成課程の臨地実習と同様の内容となり，給食管理の実習を受ける機会が少ない可能性があることか
ら，学生の進路を考慮した施設の選定が必要であると考える．
様々な研究により各疾患の治療方法が解明され高度化し，付随して求められる専門的知識や食事療法も幅広くなり，か
つ細分化されている．最新の医療情報や食に関する社会的な話題などを提供し，日頃から医療や食への関心を高める指導
をしていきたい．
１年次履修科目の応用栄養学実習が給食管理実習Ⅲで役立ったことは，「高齢期栄養，行事食，介護食」，「食品の選択」，
「献立作成」，「食物アレルギー」，「調理方法の工夫」が高値であることから，医療施設にも高齢者や摂食嚥下障害のある
対象者が多いことが推察される．特に，医療施設や高齢者福祉施設は個別対応であるため，献立作成・展開食は，「調理
方法の工夫」や「食品の選択」，食形態，嗜好等が摂取量や満足度に影響する傾向が高く，調理技術の向上や喫食状況の
把握，「食事アレルギー」対応の理解は必須である．１年次にエピペンの使用方法やアレルギー対応食の献立作成，摂食・
嚥下障害者に適した食形態や増粘剤の理解などを学習しているが，実際の施設での対応や指導を理解できるように，校外
実習前の復習や個別指導を強化していきたい．
「給食管理実習Ⅲに参加して理解が深まったこと」や「栄養士の仕事のやりがい」については，各施設で専門家の指導
を受けることで，「専門的知識や技術」，「課題発見（気づき）や問題解決」を学び実践することができる．しかし，実習
指導者だけでなく，施設の対象者との関わりによって仕事へのやりがいや喜びを感じることができ，学生の成長や将来の
目標設定につながる可能性が高いと推察される．
今回の調査は回収率が低いことから，調査内容や回収方法の見直しが必要と考える．今後も校外実習に関する調査を継
続し，校外実習後や日頃の学内講義・実習における学生の理解度や課題を把握することで，指導内容の改善と校外実習の
学習効果につながる方策を検討していきたい．
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